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１ 子どもと教育をとりまく現状

２

３

１構想の経緯

２社会環境条件の検討

今日学校教育の現場では、理科離れ、学級崩壊、不登校などの問題が生まれ、家庭や地域社会に目
を向けても、核家族化、少子化、地域の人々の結びつきの希薄化、遊び場の減少など、それらが元
来教育に果たしてきた役割が十分果たせなくなってきています。もちろんこれらの役割は今でも大
変大きなものですが、同時に新しい解決策も考えていかなければなりません。

いつの時代でも、未来の社会を担う子どもたちが限りない夢と創造力を持ち、たくましくのびやか
に成長していくために、また、自然と生命を慈しみながらお互いを尊重しあって生きていくために、
私たちはその学びの場・遊びの場として、特定の機能を備えた「子ども科学館」を創り、子どもた
ちへの贈り物としたいと思います。この贈り物が、歴史上多くの人材を輩出してきた教育文化都市・
高知にふさわしいすばらしいものとなるように、との願いを込めて、本構想書はまとめられました。

→　　学校、家庭、地域共同体に続く第四の学習環境の必要性

科学と技術をとりまく現状

→　　多角的・総合的な視点で科学を捉える能力・態度を養う必要性

自然と環境をとりまく現状

→　　自然とのふれあいを入り口に地球環境との共生を考える機会づくりの必要性

第１章 構想の背景
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１

２子ども科学館の基本機能

子ども科学館の基本理念

1）現代社会の多様な教育ニーズに応える地域における第四の学習環境

3）科学・技術をテーマとした多角的・総合的な参加体験学習の場

2）身近な自然とのふれあいから地球との共生を考える環境体験学習の場

子どもたちにとっての
総合サイエンス基地

（仮称）高知市子ども科学館の整備

を集約した

子どもたちが、自然や科学の奥深
さとのふれあいの中で、豊かな情
緒と創造性を伸ばし、次世代を担
う自立した人間としての資質を培
っていくための場を提供する。

地域の子どもたちに、画一的な
評価の目にさらされず、安心し
ていつでも何時間でも滞在でき
るような、「もう一つの居場所」
を提供する。

地域社会の人々に、年齢、性別、
職業、居住地の違いなどを越えた、
様々なコミュニケーションの機会
を提供する。

子どもたちが、遊びを通じて好奇心と想
像力を思いのままに膨らませ、無限の可
能性にチャレンジできる、自由で開放的
な空間を提供する。そのため、展示は原
則的にハンズ・オンとする。

施設の理念
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第２章

学校教育との連携を緊密に保ちながら、カリキュ
ラム、教科、学年、学校の枠を超えた、自由な組
み合わせと広がり、そして柔軟性を持った学習活
動、生涯学習の機会を提供する。



１ 施設の独自性と魅力のために

３高知市子ども科学館の活動コンセプトと
活動重点目標

“高知らしさ”をアピールする、他にはないユニークな施設であること

１．龍馬スピリット

２．高知の雄大で変化に富んだ自然を活かした展示テーマ

３．高知の持つ様々な資産（文化・歴史・地理・産業・人間）
　　を活かした展示手法

第２章 施設の理念
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２ 活動コンセプト
これらを実現するのは、とりもなおさず施設に関わる“すべての人々の活動”です。そこで、その
ような“人”が生き生きと“活動”し日々成長していくために、目指すべき指針としての明確なコ
ンセプト、すなわち“活動コンセプト”が必要となります。そこで、当施設の活動コンセプト（キ
ャッチフレーズ）として、

を掲げ、龍馬のような新しい領域へのチャレンジ精神、積極的な行動力を発揮していくことを目標
とすることとしました。

行動する科学館
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4

３ 活動重点目標

行動する科学館

“子どもたち”
は科学館という場で、

という3つの「行動」を活発に行う。
科学館はこれらの「行動」が最大限に
実現するための環境を準備する。

一方、
“科学館自身”も、

という3つの「行動」を
積極的に行う。

1

6
2
3

4
5

知的探検行動
狭い分野や一つの対象への
関心に閉じこもることなく、
積極的に様々なことに興味
を持ち視野を広げ、それら
の関連性を理解していく

“実践”を
公開する行動
科学館が様々な展示で来館者
に訴えるメッセージを、一方で
科学館の活動自体にも貫き
実践していくと同時に、その
過程を来館者に公開する

科学的
　コミュニケーション行動
科学に関する様々なコミュニ
ケーション体験を通じて、
21世紀の社会に主体的に
参加していくためのコミュニ
ケーション能力を培っていく

参画行動
科学館活動そのものへ子
ども（市民）が参画し経験を
積むことによって、広く社会
で活躍するための第一歩を
ふみだす

クリエイティブ行動
展示やプログラムの自主
開発を行うことによって、
科学館を自ら造っていく

子ども支援行動
上から下への情報提供
ではなく、同じ目線で
子どもたち（市民）の活動
を支援する子どもたちの行動と科学館の

行動のコラボレーション
（協同作業）

“行動する科学館”と銘打つからには、それにふさわしい、龍馬スピリットに恥じない行動の内容
によってそのコンセプトが裏打ちされていなければならないでしょう。ここではそれを、六つの活
動重点目標に集約して表現しました。

４まとめ

子どもたちと科学館がお互いに影響しあい、
お互いに成長しあう関係を築き上げていく、
それが「行動する科学館」なのです。当
科学館の施設、展示、運営の基本方針の
全ては、この考え方の下に首尾一貫して
構想されていなければなりません。

施設の基本方針

展示の基本方針

運営の基本方針

子どもたちの行動 科学館の行動
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5

1
2
3 お互いにお互いに

成長し合う成長し合う

行動する科学館行動する科学館

お互いにお互いに
影響し合う影響し合う



子ども科学館の基本理念及び「行動する科学館」という活動コンセプトに常に立ち戻り、また、
施設の立地環境を十分に考慮して、敷地利用及び施設構成を考えます。

1．開放的で自由な発想に
　　満ちた空間構成

3．快適性の充実

4．工房機能の充実

5．環境問題への取り組み

6．館の基盤設備の教育利用

7．高知の自然・館の理念と
　  デザインの調和

2．安全性、バリアフリー
　（物理的・精神的）
　　への主体的取り組み

1．地区全体の展開方針の
      明確化

2．施設・設備の利活用

3．集客力の向上

施設構成コンセプト敷地利用計画

施設の基本方針

行動する行動する
科学館科学館

活動重点目標基本的機能 施設の立地環境

*

施設構成
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施設の基本的な考え方
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展示施設

活動支援施設

管理運営施設

その他屋内施設

屋外展示/体験スペース

屋根付きワークスペース

自然体験スペース

その他

広場

多機能プラネタリウム

屋内 屋外

第３章


